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リクルートパンフレット（東北版）の作成 

東北支部技術部会では、数年前より各大学に出向いて、建設コンサルタント業界の説明と道路

のルート検討演習などの講義を実施してきました。 

そこで感じたことは「地域の社会貢献となる仕事に魅力を感じる学生が多い」、その反面我々

が想像している以上に「学生の皆さんが建設コンサルタントのことを知らない」ということでし

た。 

活動を続けた大学では、年々建設コンサルタント志望の学生数が増加しており、インターンの

希望も増えてきたところです。 

しかしながら、まだそのような活動が出来ていない大学や高専等は多々あり、将来の担い手確

保のために、「建設コンサルタントの仕事を広く知って頂く」、「東北地方で社会貢献していき

たいと考える若手技術者への情報提供」が必要と考え、東北版リクルートパンフレットを作成し

ました。 

パンフレットの内容としては、建設業界における建設コンサルタントの役割や様々な業務内容、

東北地方における技術分野毎の業務実績紹介、技術者（若手～ベテラン）の声など、出来る限り

目で見て理解できるような内容にしています。 

コロナ禍終息後には、多くの学生に業界について理解して頂くように、講習会も含め広報活動

を進めて行きたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲大学でのプレゼン・演習の様子 

▲パンフレット抜粋 

支部のトピックス(東北支部) 
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建設コンサルタントの出前講座「ようこそ！ドボクの世界へ（第 2 段）」 

■はじめに 

関東支部広報委員会では、数年前から「出前講座ワーキンググループ」を結成し、学校での出

前講座を実施しています。昨年に続き、栃木県立今市工業高校で「地域に開かれた学校づくり」

を目指すため、感染対策を講じながら建築工学科の一年生（40 名）を対象に独自に実施しました。 
 

■出前講座の概要 
① 学習目標 
・建築と土木の違いを理解する。 

※2 年生進級時コース選択（建築／土木）にも役立てる。 
・建設コンサルタントの役割を知る。 
・土木施設を活用した地域活性化の取組みを学び、日光の魅力を

再発見する。 
② 実施内容（ダムを例にして） 
・日光市内や国内の著名な建築物や土木構造物を例にとって、特

徴や役割等を説明しました。また、日光市内にある代表的な 4
つのダムを題材に形式や供用年数、観光のポイント等を調べて

とりまとめ、発表する体験学習を行いました。 
・ダムを例にとって、建設コンサルタントの役割（調査・計画・設

計）や自治体職員・ゼネコン等との役割分担を説明しました。 
・地元・日光市内で活躍するネイチャーガイドを招き、日光のダ

ムを活用したインフラツーリズムの事例を通じて、自然と融合

した“日光の土木施設の魅力”を再発見しました。 
③ 参加者の感想 
・参加した学生からは「建設コンサルタントのことは知らなかったが、今日の講座を聞いて存在

を身近に感じられた」、「土木に関する理解が深まり進路選択に活用できるので、今日の講座を

聞けて良かった」、「自分たちが普段生活出来ているのは、陰で働いているたくさんの人の支え

があるのだということを実感できた」等の意見がありました。 
・先生方からは「昨年の講座後、土木コースを選択する生徒が増えたので、今年もその効果を期

待したい」、「土木と建築の違いが明確になり、生徒にとってコース選択の良い判断材料となる」

等の意見がありました。 
・終了後の学生アンケートの結果は、「建築と土木の違いが分かった（100%）」、「この講座が進路

の参考になりそう（89%）」、「建設コンサルタントの役割について分かった（89%）」等でした。 
 
■おわりに 

昨年実施したグループ学習を今年はコロナ対策で取り入れられなかった。昨年は各自調べた意

見をグループごとにまとめ、発表する過程を生徒が楽しんでいたように見受けられたので、次年

度はグループ学習を復活させ、委員と対話をしながら進行するスタイルに戻すのが良いと感じま

した。 

支部のトピックス(関東支部) 


